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意見書意見書（（要旨要旨））

毎月勤労統計調査をはじめとする
政府統計の抜本的な改革を求める

意見書

　政府においては、二度とこのような事態が起きる
ことのないよう、統計業務の適正化に向けた検討と
業務体制の抜本的な見直しを早急に行うよう強く要
望する。
【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、厚生労働大臣

全国知事会の米軍基地負担に関する
提言の趣旨に基づいて、
地方自治の根幹を脅かす

日米地位協定の見直しを求める意見書

　国に対し、全国知事会の米軍基地負担に関する提
言の趣旨に基づき、次の事項を求める。
１　日米地位協定の見直しをすること。
２　地方自治の権限を保障すること。
【提出先】内閣総理大臣、総務大臣、外務大臣、防

衛大臣、衆議院議長、参議院議長
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▽
議
案
第
９
号　

平
成　

年
度
座

３１

間
市
一
般
会
計
予
算

　

市
長
室
所
管
事
項
、
防
災
行
政

無
線
（
固
定
系
）
施
設
増
設
・
更

新
事
業
費
に
つ
い
て
「
難
聴
地
域

の
解
消
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
」と
の
質
疑
に
、

「
こ
れ
ま
で
は
固
定
系
の
子
局
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
難
聴
地

域
の
解
消
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
、
高
性
能
ス
ピ
ー
カ
ー
等

を
使
用
し
て
難
聴
地
域
の
解
消
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

企
画
財
政
部
所
管
事
項
、
行
政

改
革
推
進
庁
内
体
制
事
業
費
に
つ

い
て
「
ど
の
よ
う
な
内
容
を
検
討

し
て
い
く
予
定
な
の
か
」
と
の
質

疑
に
、「
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の

包
括
的
支
援
体
制
構
築
専
門
部
会

に
お
い
て
、
生
活
困
窮
者
に
対
す

る
対
策
等
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

総
務
部
所
管
事
項
、
職
員
給
与

費
に
つ
い
て
「
職
員
数
は
充
足
し

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
職
員
に
過

度
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
な
い
の

か
」
と
の
質
疑
に
、「
職
員
定
数
の

管
理
計
画
に
基
づ
き
採
用
を
毎
年

行
っ
て
お
り
、
現
在
は
定
員
管
理

の
上
限
近
く
ま
で
採
用
し
て
い
ま

す
。
増
員
を
希
望
す
る
所
属
も
あ

り
ま
す
が
、
非
正
規
職
員
の
雇
用

で
補
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
極
端

に
職
員
数
が
足
り
な
い
状
況
で
は

な
い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
職
員

の
負
担
に
つ
い
て
は
、
健
康
管
理

面
が
危
惧
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
所
属
長
に
対
し
て
留
意
す

る
よ
う
周
知
す
る
と
と
も
に
、
特

定
の
職
員
に
負
担
が
か
か
ら
な
く

す
る
こ
と
や
業
務
を
配
分
す
る
よ

う
周
知
し
て
い
ま
す
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

健
康
部
所
管
事
項
、
緊
急
風
し

ん
抗
体
検
査
事
業
費
補
助
金
に
つ

い
て
「
本
市
に
お
け
る
対
象
者
へ

の
周
知
徹
底
方
法
に
つ
い
て
、　
３９

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
対
象
者
に
ク

４６

ー
ポ
ン
券
を
発
行
す
る
予
定
と
の

こ
と
だ
が
、
広
報
ざ
ま
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す
る　

歳
か

４７

ら　

歳
ま
で
の
対
象
者
に
対
し
て
、

５６
書
面
に
よ
る
個
別
通
知
な
ど
は
考

え
て
い
な
い
の
か
」と
の
質
疑
に
、

「
書
面
に
よ
る
個
別
通
知
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
風
疹
ワ
ク
チ
ン
接

種
者
が
集
中
す
る
こ
と
で
ワ
ク
チ

ン
が
供
給
不
足
に
な
る
こ
と
や
、

患
者
に
若
い
方
が
多
い
こ
と
な
ど

か
ら
、
事
業
を
円
滑
に
開
始
す
る

た
め
に
、
国
の
方
針
に
従
っ
て
実

施
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
」

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、

「
厚
生
労
働
省
健
康
局
か
ら
出
さ

れ
た
手
引
に
、
事
業
開
始
当
初
の

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
対
象
者
の
確
定

と
あ
る
が
、
こ
の
手
引
に
記
載
さ

れ
て
い
る
方
針
に
則
し
て
事
業
を

進
め
て
い
く
の
か
」と
の
質
疑
に
、

「
混
乱
を
招
く
こ
と
も
あ
り
、
国

の
方
針
に
則
し
て
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
部
所
管
事
項
、
教
育
総
務

管
理
経
費
に
つ
い
て
「
教
職
員
に

対
し
て
、
心
理
的
な
負
担
の
程
度

市
民
等
か
ら
強
く
要
望
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、

対
応
策
を
考
え
て
い
ま
す
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第
３
号
、
第
４
号
、
第
５

号
、
第
６
号
、
第
７
号
、
第
８
号

以
上
６
件
は
、
全
員
賛
成
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第　

１０

１１

１２

号
、
第　

号
、
第　

号
、
第　

号

１３

１４

２５

以
上
６
件
は
、
賛
成
多
数
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第　

１５

１６

１７

号
以
上
３
件
は
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
陳
情
第　

号
は
、
可
否
同
数
に

４２

つ
き
、
委
員
長
裁
決
で
採
択
し
ま

し
た
。

▽
陳
情
第　

号
は
、
賛
成
少
数
で

３８

不
採
択
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
以
上
２

１８

２３

件
は
、
全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

民

生

教

育

企

画

総

務

予

算

決

算

を
把
握
す
る
た
め
の
検
査
を
行
う

と
の
こ
と
だ
が
、
対
象
と
な
る
教

職
員
と
そ
の
人
数
は
」
と
の
質
疑

に
、「
人
数
は
６
４
２
名
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
対
象
者
は
、
座
間
市

立
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
正
規

職
員
や
臨
時
的
任
用
職
員
、
１
週

間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
常
勤
職

員
と
比
較
し
て
４
分
の
３
以
上
で

あ
る
再
任
用
の
教
職
員
で
す
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

環
境
経
済
部
所
管
事
項
、
ひ
ま

わ
り
ま
つ
り
補
助
事
業
費
に
つ
い

て
「
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
座
間
会
場

の
開
催
時
期
、
交
通
対
策
へ
の
考

え
は
」
と
の
質
疑
に
、「
開
催
時
期

は
例
年
並
み
を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
開
花
時
期
に
つ
い
て
は
、

座
間
エ
リ
ア
、
新
田
宿
エ
リ
ア
、

四
ツ
谷
エ
リ
ア
を
統
括
し
、
座
間

会
場
と
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
開

花
の
時
期
を
ず
ら
す
こ
と
は
今
の

と
こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
交
通

安
全
対
策
は
、
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り

実
行
委
員
会
の
中
で
協
議
を
行
っ

た
上
で
、
神
奈
川
中
央
交
通
や
座

間
警
察
署
と
も
協
議
を
重
ね
、
近

隣
住
民
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ

う
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

都
市
部
所
管
事
項
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
費
に
つ
い
て

「
運
行
ル
ー
ト
の
見
直
し
や
バ
ス

の
本
数
、
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
」
と
の
質

疑
に
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
見

直
し
運
行
後
、約
２
年
が
経
過
し
、

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
を
実
施
し

ま
し
た
。
３
点
ほ
ど
抽
出
し
た
課

題
に
対
し
て
対
応
を
図
る
た
め
の

見
直
し
で
す
。
例
え
ば
、
さ
が
み

野
コ
ー
ス
と
小
松
原
・
相
模
が
丘

循
環
右
回
り
コ
ー
ス
に
一
部
利
用

者
の
乗
り
こ
ぼ
し
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
、
一
部
の
コ
ー
ス
で
利
用

者
の
全
く
い
な
い
便
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
、
相
模
台
病
院
、
相
武

台
病
院
へ
の
乗
り
入
れ
に
関
し
て

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
、
第　

２０

２２

２４

号
以
上
３
件
は
、
全
員
賛
成
で
原

案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

▽
議
案
第　

号
、
第　

号
以
上
２

１９

２１

件
は
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
（
一
部
委
員
退

席
）。

▽
陳
情
第　

号
は
、
賛
成
少
数
で

４３

不
採
択
し
ま
し
た
（
一
部
委
員
退

席
）。

都

市

環

境

3
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会

月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た

で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
は

の
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す

次
の
と
お
り
で
す
。

3
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で
付
託
案
件
の
審
査
を
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
常
任
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

議会では3月定例会で、次の意見書を可決し、議会では3月定例会で、次の意見書を可決し、
直ちに関係機関に提出しました。
議会では3月定例会で、次の意見書を可決し、
直ちに関係機関に提出しました。


